
参加者の声

お 茶 会 やってます

○
発
達
障
が
い
の
お
子
さ
ん
の
発
達
支

援
相
談
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
「
小
学
校
高

学
年
期
／
中
・
高
校
生
用
」
の
発
行

●
新
年
度
中
に
開
設
さ
れ
る
重
度
重
複

障
害
児
通
所
支
援
施
設
と
、学
校
や
自

宅
を
結
ぶ
、送
迎
バ
ス
の
運
行
が
決
定

○
区
独
自
で
の
被
虐
待
児
の
保
護
を
開

始
●
特
別
支
援
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に

す
ぐ
に
乗
せ
て
も
ら
え
な
い
医
療
的

ケ
ア
が
必
要
な
お
子
さ
ん
へ
の
年
度

当
初
の
交
通
費
支
給

○
中
堅
所
得
者
向
け
区
民
住
宅
の
民
間

不
動
産
屋
で
の
入
居
者
募
集
開
始

○
地
域
の
公
園
の
緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
が
区
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

●
高
次
脳
機
能
障
が
い
や
発
達
障
が
い

児
・
者
へ
の
専
門
相
談
が
開
始

○
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
の
業
務
に

障
が
い
者
虐
待
対
応
が
追
加

●
全
災
害
用
避
難
所
に
車
イ
ス
用
簡
易

型
ス
ロ
ー
プ
の
購
入
決
定

●
災
害
停
電
時
、
人
工
呼
吸
器
利
用
者

用
の
発
電
・
充
電
器
購
入
決
定

●
対
人
ス
キ
ル
や
生
活
習
慣
の
課
題
な

ど
で
就
労
意
欲
が
低
下
し
、
就
労
で

き
な
い
方
を
支
援
す
る
就
労
意
欲
喚

起
等
事
業
を
開
始
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　神田川の氾濫を防ぐためにつくられた環七地下
調節池、またの名を「善福寺川取水施設」という
ところが中野にあるのを知っていますか？　今回の
学習会は中野を再発見する見学会になります。地
下に存在する巨大施設をあなたも一緒に見に行き
ませんか。見学後は近くでお茶をしながら意見交
換をします。申し込みが必要ですので、事前にご連
絡ください。先着15名。

● 共生中野主催 公開学習会のお知らせ ●

石坂わたる：1976 年生まれ。養護学校教
諭、区立第七中学校・第十中学校　介助員な
どを経験し、平成23年中野区議会議員選挙
にて初当選。精神保健福祉士、行政書士。

　お茶を飲みながら、幅広い年齢層や、異なる職業、
背景などを持つ参加者同士が、和気あいあいとざっくば
らんにおしゃべりをしています。石坂わたるからの活動
報告・区政報告、暮らしの中で気づいた中野の状況に
ついて考えたり、みんなで一緒に何ができるかを考えた
りしています。「生活や制度について相談したい」「中野
について考えたい」という方も、「みんなと一緒に居心
地のよい時間を過ごしたい」という方も、ぜひお気軽に
お立ち寄りください。

次回のお茶会

東中野1-52-2 メゾントキワ102　   ☎070-6520-1755

cafe iwabuti
JR 東中野（東口）
から徒歩３分

５月11日（日）  
17時 ～19時

1／15　毎日新聞の朝刊の記事、「くらしナビ・ライフスタイル：同性カップルも里親に」の中で、
石坂わたるのコメントが掲載されました。

分担執筆で原稿を書きました▶▶

「地方政治ドキュメントⅡ　
議会はあなたを待っている」
(市川房枝記念会女性と政治センター
出版部編集・出版)が出版されました。  
（ISBN:978-4-90145-16-2)

予約不要 途中入場可

の

メディアに
掲載されました

中野を再発見
水害対策施設見学

申込▶▶▶
　5月12 日までに以下にご連絡ください
 FAX：03-6304-8758
 mail：09wishizaka@mbr.nifty.com
郵送 :〒164-0014 中野区南台 2-51-7-305

集合場所：方南町駅１番出口（西口）
集合日時：5月22日 (木 )13:40

石坂わたるの議会質問後、こうなりました
（○は実現、●は新年度予算で実現）

共に元気に暮らす 
地域づくり子どもを大切に

つまずいたときに
支えあえるまち

▶
大
阪
市
淀
川
区
視
察

◀
大
阪
市
淀
川
区
榊
区
長
と

▶
日
本
行
政
書
士
政
治
連
盟

　
中
西
会
長
と

▶
中
野
で
み
そ
仕
込
み
教
室
！

▼予算総括質疑

▼中野中学校新校舎内覧
▶
義
足
体
験

『50年以上中野に住んでいま
すが、あらためて中野の歴史

を勉強する機会はほとんどなかったものですから、前々
から興味を持っていましたので、自身にとっては凄くタイ
ミングが良い企画でした。特に地層学的な歴史は前々か
ら関心が深く、中野区学芸員の比田井さんのお話はちょ
うどぴったりでした、自分が地理的に感覚的に思ってい
たのとは少し違っており、地下水や水脈の話などは大変
楽しく聞かせていただきました、歴史って面白いですね。

東祥二（中野区松が丘1丁目）

今回の話は刺激的で楽しかった。
上島琢哉（中野区弥生町）

2月11日の学習会は中
野区学芸員の比田井克仁さん

とNPO法人地域学習協会副理事長の中村信子さんに
中野の歴史や魅力などをお話いただき、大盛況でした。

学
習
会

レ
ポ
ー
ト



平
成
26
年
第
１
回
定
例
会

（
２
月
17
日
〜
３
月
25
日
）　
総
括
質
疑

石
坂
わ
た
る
の

活
動
報
告

石
坂
わ
た
る
の

活
動
報
告

石
坂　
業
務
委
託
な
ど
民
間
活
力
の
活
用
に
お
い
て
、

区
職
員
に
は
「
民
間
の
力
を
引
き
出
し
、
チ
ェ
ッ
ク
・

評
価
を
す
る
」、「
民
間
に
適
宜
改
善
を
求
め
る
」
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
十
分
な
見
る
目
を

養
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、現
場
感
覚
を
培
う
こ
と
や
、

専
門
知
識
や
経
験
・
見
識
を
も
つ
職
員
の
確
保
や
育
成

が
欠
か
せ
な
い
。

　
業
務
委
託
や
指
定
管
理
が
進
む
中
で
も
、
福
祉
の
職

員
は
部
や
室
の
枠
を
超
え
た
福
祉
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

し
て
実
力
が
発
揮
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
は
？

区
長(

田
中
大
輔)　
エ
キ
ス
パ
ー
ト
職
員
認
定
制
度

で
福
祉
生
活
支
援
で
は
現
在
５
名
の
認
定
者
が
お
り
、

今
後
も
増
員
す
る
。

石
坂　
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
で
人
事
や
予
算
な
ど
分
野
を
ま

と
め
る
副
参
事
の
他
に
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
な
面
で
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
を
す
る
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
副
参

事
を
配
置
す
る
よ
う
な
人
事
制
度
の
運
用
で
の
工
夫
も

考
え
る
べ
き
で
は
？

区
長　
今
後
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
職
員
の
中
か
ら
専
門
性

を
兼
ね
備
え
た
管
理
職
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
も
十
分
区

と
し
て
取
り
組
み
を
し
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
る
。

26
年
度
よ
り
中
野
区
の
障
害
福
祉
施
設
が
全
て
業
務

委
託
か
指
定
管
理
と
な
り
区
直
営
施
設
が
無
く
な
る

こ
と
や
、
窓
口
を
含
む
数
多
く
の
区
の
業
務
の
委
託

化
が
進
む
中
「
民
間
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
上

が
る
一
方
、
現
場
の
こ
と
が
分
か
ら
な
い
区
職
員
が

増
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
不
安
の
声
を
頂
き
、

質
問
を
し
ま
し
た
。

石
坂　
３
年
間
の
精
神
障
害
回
復
者
デ
イ
ケ
ア
終
了
生

へ
の
情
報
提
供
や
支
援
の
場
の
整
備
、
地
域
生
活
へ
の

復
帰
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
方
針
か
？

地
域
支
え
あ
い
推
進
室
長（
瀬
田
敏
幸
）　
デ
イ
ケ
ア
終

了
後
も
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
な
ど
に
よ

る
個
別
支
援
等
、個
々
の
障
が
い
者
の
置
か
れ
た
生
活

状
況
や
ニ
ー
ズ
に
則
し
、様
々
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ

な
げ
ら
れ
る
様
に
、働
き
か
け
て
い
る
。適
時
適
切
に
情

報
提
供
も
し
て
き
た
。今
後
も
支
援
体
制
を
強
化
す
る
。

デ
イ
ケ
ア
終
了
生
の
40
％
強
が
就
労
や
就
労
訓
練
施

設
に
繋
が
っ
た
一
方
、
30
％
強
は
家
庭
内
復
帰
で
す
。

家
庭
内
復
帰
と
な
っ
た
方
が
再
び
ひ
き
こ
も
り
状
態

に
戻
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

石
坂　
知
的
障
が
い
児
・
者
や
発
達
障
が
い
児
・
者
に

は
、
漢
字
や
難
解
な
表
現
に
つ
い
て
理
解
が
難
し
い
こ

と
が
あ
る
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
の
説
明
書
き
や
申
請
用

紙
、
窓
口
で
の
や
り
と
り
な
ど
で
、
ひ
ら
が
な
で
の
記

載
、ふ
り
が
な
の
使
用
、平
易
な
日
本
語
の
表
現
と
い
っ

た
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
学
習
経
験
や
外
国
人

や
帰
国
子
女
な
ど
の
理
由
で
日
本
語
能
力
に
限
界
が
あ

る
人
に
も
有
効
で
は
な
い
か
？

健
康
福
祉
部
長
（
野
村
建
樹
）　
障
害
者
差
別
解
消
法

で
障
害
に
応
じ
た
配
慮
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
職
員
研

修
を
含
め
、
全
庁
的
な
対
応
を
行
い
、
分
か
り
や
す
い

情
報
伝
達
に
努
め
た
い
。

都
の
知
的
障
が
い
者
向
け
の
福
祉
の
し
お
り
は
ふ
り

が
な
を
付
す
な
ど
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

区
の
障
害
福
祉
の
し
お
り
で
は
知
的
障
が
い
者
向
け

の
サ
ー
ビ
ス
の
記
載
で
こ
う
し
た
配
慮
が
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
、
区
の
条
例
で
知
的
障
が
い
者
へ
の
こ
う

し
た
配
慮
を
定
め
る
細
則
が
一
部
の
条
例
に
し
か
な

い
こ
と
か
ら
質
問
を
し
ま
し
た
。

石
坂　
先
日
、あ
る
ド
イ
ツ
国
籍
の
区
民
の
方
か
ら「
中

野
区
は
23
区
の
中
で
最
も
受
容
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
。

皆
が
比
較
的
差
別
な
し
に
、
外
国
人
も
日
本
人
も
関
係

な
く
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
。」
と
い
う
嬉
し
い
声
を

頂
い
た
。
4
月
オ
ー
プ
ン
の
早
稲
田
大
学
中
野
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
に
も
多
く
の
外
国
人
が
2
年
間
入

寮
を
し
、3
年
目
以
降
は
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
外
国
人
へ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
工
夫

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
？

広
報
担
当
副
参
事
（
酒
井
直
人
）　
外
国
人
向
け
広
報

誌
を
大
学
の
寮
に
置
く
他
、
日
本
語
学
校
の
校
内
に
掲

示
を
依
頼
し
た
り
、
広
報
誌
の
紙
面
に
配
布
場
所
を
記

載
し
た
り
、
普
及
を
図
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

情
報
改
善
担
当
副
参
事
（
中
谷
博
）　
窓
口
案
内
表
示

12
／
30 

南
台
二
丁
目
前
原
町
会
の
夜
警
に
参
加

1
／
8 

南
台
商
店
街
組
合
新
年
会

1
／
9 

東
京
都
行
政
書
士
会
・
東
京
行
政
書
士
政
治
連
盟 

新
年
賀
詞
交
歓
会

1
／
10 

南
中
野
地
区
町
会
連
合
会
新
年
の
集
い

1
／
11 

「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
暮
ら
し
や
す

い
市
町
村
作
り
」
ス
ピ
ー
カ
ー

1
／
12 

南
台
二
丁
目
前
原
町
会
新
年
会

1
／
13 

中
野
区
成
人
式
、新
宿
二
丁
目
レ
イ
ン
ボ
ー
ま
つ
り

1
／
15
〜
16　
愛
媛
県
四
国
中
央
市
・
大
阪
府
大
阪
市
淀
川

区
・
兵
庫
県
西
宮
市
視
察
（
詳
細
は
次
号
で
報
告

し
ま
す
）

1
／
16 

パ
ト
リ
ッ
ク
・
リ
ネ
ハ
ン
在
大
阪
神
戸
米
国
総
領

事
と
そ
の
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
の
エ
マ
ー
ソ
ン
・
カ

ネ
グ
ス
ケ
氏
と
面
会

1
／
17 

も
も
ラ
ン
チ
の
会
（
桃
園
地
域
で
の
昼
食
会
）
に

参
加
、
行
政
評
価
外
部
評
価
委
員
会
公
開
ヒ
ア
リ

ン
グ（
経
営
室
分
）を
傍
聴
、中
野
区
消
費
者
団
体

連
絡
会
主
催
映
画
上
映
会「
フ
ク
シ
マ
後
の
世
界
」

1
／
18 

在
日
韓
国
民
団
東
京
中
野
支
部
新
年
会

1
／
18
〜
19　
放
送
大
学
面
接
授
業
「
僭
主
政
治
と
民
主
政

治
」
を
受
講

1
／
19 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
成
人
式

1
／
20 

法
政
大
学
第
二
中
・
高
等
学
校
の
授
業
で
の
講
演

1
／
24 

中
野
区
福
祉
団
体
連
合
会
新
年
会

1
／
25 

中
野
区
国
際
交
流
協
会
国
際
交
流
サ
ロ
ン
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
チ
ー
ム
イ
ー
グ
レ
ッ
ト 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
、野
方
区
民
ホ
ー
ル
で
の
笑
進
笑
明
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４

1
／
26 

な
か
の
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
、
東
京
土
建
中
野

支
部
南
台
分
会
新
年
会

1
／
28 

行
政
書
士
賃
貸
住
宅
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
「
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
の
現
状
と
展
望
」

1
／
29 

東
京
土
建
中
野
支
部
新
年
会

1
／
31 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
東
京
新
宿

校
見
学

2
／
1 

中
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
新
年
会

2
／
2 

中
野
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
出
場
、
ナ

ル
コ
テ
ィ
ッ
ク
ス
・
ア
ノ
ニ
マ
ス
薬
物
依
存
症
に

つ
い
て
第
3
回
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・

オ
ー
プ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

2
／
3 

ス
マ
イ
ル
福
祉
カ
レ
ッ
ジ
「
認
知
症
の
理
解
」

2
／
4 

ま
ち
な
か
サ
ロ
ン
「
な
で
し
こ
」 

- ２面 -

専
門
性
の
高
い
職
員
の

養
成
に
つ
い
て

知
的
障
が
い
者
な
ど
に

分
か
り
や
す
い
表
現
を

外
国
人
住
民
や
、
観
光
等
で

来
街
す
る
外
国
人
支
援

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会

（
２
月
17
日
〜
３
月
25
日
）　
一
般
質
問

ひ
き
こ
も
り
状
態
な
ど
、 

 

う
つ
や
統
合
失
調
の
方
の
支
援

石
坂
わ
た
る
が
行
っ
た
質
問
と
そ
の
答
弁
を
報
告
し
ま
す
！

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

2014年３月発行　｜



皆様と共に
中野の課題に
取り組みます！

石坂わたる

2
／
6 

朝
日
友
好
中
野
杉
並
新
春
の
集
い

2
／
7 

も
も
ラ
ン
チ
の
会
（
桃
園
地
域
で
の
昼
食
会
）

2
／
9 

ハ
ピ
フ
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
Ｕ
18

中
央
に
て
）

2
／
12 

ま
ち
記
者
講
座

2
／
13 

自
治
体
議
員
政
策
情
報
セ
ン
タ
ー　
虹
と
み
ど
り

政
策
研
究
会

2
／
22 

障
害
者
就
労
継
続
支
援
施
設
す
ば
る
か
ん
ぱ
に
ー

す
ば
る
ま
つ
り
（
野
方
ふ
れ
あ
い
広
場
）

2
／
23 

朝
日
友
好
親
善
子
ど
も
の
集
い

2
／
25 

生
涯
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会

2
／
26 

エ
カ
イ
エ
認
知
症
カ
フ
ェ

2
／
29 

中
野
カ
フ
ェ　

東
松
島
市
仮
設
住
宅
支
援
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

3
／
1 

未
来
会
議
、
な
か
の
で
「
み
そ
仕
込
み
教
室
！
」

in
２
０
１
４
、
Ｚ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ａ
14
周
年

3
／
2 

い
ず
み
教
室　
閉
講
式

3
／
5 

日
本
の
精
神
医
療
改
革
〜
新
た
な
る
挑
戦
〜

3
／
6 

行
政
書
士
会
中
野
支
部
法
教
育
打
ち
合
わ
せ

3
／
7 

沼
袋
西
幼
稚
園
卒
園
式

3
／
8 

ス
マ
イ
ル
福
祉
ま
つ
り
実
行
委
員
会

3
／
9 

国
際
基
督
教
大
学
田
中
和
子
先
生
最
終
講
義

3
／
13 

中
野
中
学
校
新
校
舎
内
覧
、
中
野
区
立
第
七
中
学

校
法
教
育
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
反
同
性
愛
法
成
立
に
抗

議
す
る
『Call M

e, Kuchu

』
緊
急
上
映
会
！

3
／
14 

絆
の
会 

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

3
／
15 

み
な
み
保
育
園
卒
園
式
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
自
治

体
任
期
付
職
員
〜
法
曹
の
活
躍
の
広
が
り
」

3
／
16 

障
害
者
の
防
災
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

3
／
18 

行
政
書
士
会
中
野
支
部
研
修
会

3
／
19 

中
野
区
立
か
み
さ
ぎ
幼
稚
園
修
了
式
、art　

studio 

Ａ
Ｌ
Ｌ　
Ｏ
Ｋ　
表
現
教
育
体
験

3
／
20 

南
中
野
中
学
校
卒
業
式

3
／
23 

あ
と
り
え
ふ
ぁ
ん
と
む
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
東
京

レ
イ
ン
ボ
ー
ウ
ィ
ー
ク
交
流
会

3
／
24 

新
山
小
学
校
卒
業
式

3
／
26 

中
野
ふ
く
し
倶
楽
部
「
認
知
症
ケ
ア
の
こ
こ
ろ
」

3
／
28 

映
画「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ド
ー
ナ
ツ
」（
男
性
同
性
カ
ッ

プ
ル
と
ダ
ウ
ン
症
の
男
の
子
の
３
人
の
共
同
生
活

を
描
い
た
映
画
）
試
写
会

3
／
29 

中
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

の
工
夫
や
、多
言
語
版
庁
舎
案
内
を
作
る
な
ど
検
討
し
、

日
本
語
や
漢
字
が
読
め
な
い
方
も
、
ス
ム
ー
ズ
に
窓
ロ

で
手
続
が
で
き
る
よ
う
対
応
を
進
め
た
い
。

石
坂　
外
国
人
住
民
に
は
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
？

行
政
書
士
の
方
か
ら
外
国
人
の
就
労
の
制
限
を
知
ら
な

い
区
内
の
事
業
主
も
多
い
な
ど
の
話
も
聞
く
。

産
業
都
市
振
興
担
当
副
参
事(

横
山
俊
）　
外
国
人
の

雇
用
に
つ
い
て
雇
用
主
に
対
し
、
国
の
施
策
や
法
改
正

な
ど
を
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
や
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

都
市
計
画
担
当
参
事
（
豊
川
士
朗
）　
住
ま
い
の
確
保

に
つ
い
て
不
動
産
業
者
や
家
主
の
理
解
を
得
る
と
共

に
、
情
報
提
供
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

保
健
予
防
担
当
副
参
事
（
坂
野
晶
司
）　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
等
の

感
染
症
の
情
報
や
各
種
予
防
接
種
な
ど
の
情
報
の
よ
り

効
果
的
な
広
報
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
た
い
。

企
画
担
当
副
参
事
（
海
老
沢
憲
一
）　
小
・
中
学
生
向

け
の
日
本
語
指
導
の
拡
充
に
つ
い
て
、
多
様
な
担
い
手

に
よ
る
指
導
も
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

石
坂　
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
名
所
旧
跡
、
表
通
り
、
裏
路

地
、
街
並
み
な
ど
外
国
人
向
け
の
観
光
情
報
に
つ
い
て

の
発
信
の
工
夫
は
？

都
市
観
光
・
商
業
振
興
担
当
副
参
事
（
滝
瀬
裕
之
）
検

討
中
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
で
は
英
語
、
ハ
ン
グ
ル
、
繁
体

字
、
簡
体
字
で
検
討
中
。
観
光
等
の
案
内
の
平
易
な
日

本
語
表
記
に
つ
い
て
、
中
野
を
訪
れ
る
多
く
の
人
に
、

可
能
な
限
り
わ
か
り
や
す
い
表
記
に
努
め
た
い
。
区
に

お
け
る
案
内
の
表
記
の
多
言
語
対
応
に
つ
い
て
も
適
切

に
行
っ
て
い
く
。

石
坂　
中
野
の
国
際
化
に
つ
い
て
、
部
や
室
や
分
野
を

超
え
た
連
携
を
進
め
る
た
め
の
職
員
の
話
し
合
い
の
場

を
作
っ
た
り
、
外
国
人
市
民
代
表
者
会
議
な
ど
の
場
を

設
け
た
り
し
て
は
ど
う
か
？

企
画
担
当
副
参
事　
政
策
室
が
中
心
と
な
っ
て
全
庁
を

取
り
ま
と
め
、
各
部
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
中
で
推
進
を

図
り
た
い
。
今
後
区
民
と
区
長
の
対
話
集
会
な
ど
、
外

国
人
の
声
を
聞
く
機
会
も
つ
く
り
た
い
。

中
野
の
国
際
化
に
つ
い
て
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
ま

し
た
。
し
か
し
、
国
際
化
を
担
当
す
る
部
署
以
外
の

区
役
所
各
部
署
で
国
際
化
の
準
備
が
整
っ
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
疑
問
に
感
じ
、
質
問
を
し
ま
し
た
。

石
坂　
先
日
視
察
を
し
た
西
宮
市
で
は
、
被
災
者
支
援

シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
被
災
者
証
明
の
発
行
だ
け
で
な

く
、
避
難
所
関
連
シ
ス
テ
ム
、
仮
設
住
宅
管
理
シ
ス
テ

ム
、
犠
牲
者
・
遺
族
管
理
シ
ス
テ
ム
、
緊
急
物
資
管
理

シ
ス
テ
ム
、
復
旧
・
復
興
関
連
シ
ス
テ
ム
、
要
援
護
者

支
援
シ
ス
テ
ム
、
倒
壊
家
屋
管
理
シ
ス
テ
ム
が
連
携
づ

け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
ソ
フ
ト
は
他
の
自
治
体
に
無
償

配
布
も
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
評
価

し
、
今
後
の
災
害
支
援
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
を
考
え
る

上
で
ど
う
検
証
を
行
う
か
？　
災
害
が
起
こ
る
前
に
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
て
お
く
べ
き
で
は
？

防
災
・
都
市
安
全
担
当
副
参
事
（
大
木
島
実
）　
被
災

者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
導
入
す
る
た
め
西
宮

以
外
の
シ
ス
テ
ム
も
含
め
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
再
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
区
の
学
校
事
務
室
職
員
の

勤
務
日
の
空
白
が
無
く
な
る
よ
う
質
問
。
そ
う
し
た
職

場
に
は
短
時
間
勤
務
職
員
よ
り
も
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
職

員
を
充
て
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
や
乳
幼
児
の
た
め
の
二
次
避
難

所
内
で
無
線
機
の
電
波
が
届
き
に
く
い
所
が
あ
る
こ
と

被
災
者
の
支
援
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を

- ３面 -

総
務
委
員
会

震
災
対
策
特
別
委
員
会

11
月
29
日

10
月
３
日

不安と孤立を見捨てない

を
指
摘
し
ま
し
た
。
二
次
避
難
所
の
計
画
は
手
を
つ
け

始
め
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
ホ
イ
ッ
プ
ア
ン
テ
ナ
等

の
設
置
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

平
成
26
年
第
1
回
定
例
会

(

２
月
17
日
〜
3
月
25
日
）
討
論

【
一
般
会
計
予
算
案
】
賛
成
討
論
を
し
ま
し
た

　
支
え
あ
い
推
進
室
（
子
育
て
支
援
や
保
健
・
福
祉
を
総

合
的
に
担
う
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
、
区
民

参
加
に
よ
る
地
域
自
治
・
地
域
福
祉
・
区
民
の
公
益
活
動

な
ど
を
担
当
）
の
予
算
が
増
額
さ
れ
た
点
、
財
政
再
建
と

い
う
面
で
収
入
に
占
め
る
基
金
（
積
み
立
て
た
お
金
）
を

取
り
崩
す
額
が
減
少
し
た
点
、
そ
し
て
認
可
保
育
所
増
設

や
就
労
に
関
す
る
支
援
な
ど
、
個
々
の
福
祉
施
策
を
評
価

す
る
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
乳
幼
児・高
齢
者・

障
が
い
者
な
ど
の
災
害
時
二
次
避
難
所
の
整
備
等
が
不
十

分
な
点
や
、
民
間
に
業
務
を
委
託
す
る
際
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
や
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
の
認
定
が
遅

れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
可
決
し

ま
し
た
。

【
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る
憲
法
解
釈

の
見
直
し
を
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
案
】
賛
成
討
論
を
し
ま
し
た

　
あ
る
国
へ
の
攻
撃
に
対
し
同
盟
国
が
反
撃
を
行
う｢

集

団
的
自
衛
権｣

と
、国
同
士
の
戦
争
を
他
の
国
々
の
力
で

収
束
さ
せ
て
和
平
を
促
進
す
る｢

集
団
安
全
保
障｣

は
別

物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
や
、
朝
鮮
半
島
付
近
か
ら
米
国
に

向
か
う
ミ
サ
イ
ル
は
日
本
上
空
で
は
な
く
北
極
を
通
る
た

め
、
物
理
的
に
日
本
国
内
か
ら
迎
撃
で
き
な
い
こ
と
な
ど

を
指
摘
し
、
憲
法
解
釈
の
見
直
し
に
よ
っ
て
集
団
的
自
衛

権
が
行
使
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
と
討
論
し

ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
自
治
基
本
条
例
案
の
一
部
改
正
】

　
４
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
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　　  お話をうかがいます
中野区議会内では、無所属議員控え室に在室していま
す。ご相談・ご意見をうかがいますのでお電話・メール
で在室確認の上、お気軽にどうぞ。また、3名以上の
区民の方の集まりにも調整の上、おうかがいします。
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09wishizaka@mbr.nifty.com

すべてのお問い合わせはこちら！ バックナンバーのお問い合わせもこちらまで！
視覚障がい者の方など必要な方には音声版の

たつのこ通信（テープ/DAISY CD）をご用意できます。

　　  お話をうかがいます通信を郵送します！
たつのこ通信は
年に4回ほど発
行予定です。
ご希望の方には郵送いた
します。

メールニュース配信中！
議会質問の日程
やイベント予定な
どを、メールで
配信しています。
ご登録はこちらです。

ボランティア募集 !
中野区内でのたつのこ通
信の配布、郵送準備など
をお手伝いしてください。
配布はご自宅の近くだけで
もかまいません（50 部程
度から可能）。

　
今
回
の
定
例
会
で
自
治
基
本
条
例
改
正
案
が

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
多
選

に
つ
い
て
は
仕
事
に
精
通
し
、
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

を
発
揮
し
て
部
下
と
の
関
係
を
強
化
し
、
安
定

的
な
区
政
運
営
が
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

と
、
業
務
の
硬
直
化
や
、
馴
れ
合
い
な
ど
の
デ

メ
リ
ッ
ト
の
両
面
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
条
例
の

「
第
7
条
　
区
長
は
、
区
民
の
信
託
に
こ
た
え
、

区
の
代
表
者
と
し
て
、
公
正
か
つ
誠
実
な
行
政

運
営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
2
項
　
活
力
あ
る
区
政
運
営
を
実
現
す
る
た

め
、
区
長
の
職
に
あ
る
者
は
、
連
続
し
て
3
期

（
各
任
期
に
お
け
る
在
任
期
間
が
4
年
に
満
た

な
い
場
合
も
こ
れ
を
1
期
と
す
る
。）
を
超
え

て
在
任
し
な
い
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
3
項
　
前
項
の
規
定
は
、
立
候
補
の
自
由
を

妨
げ
る
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。」

の
2
項
と
3
項
を
削
除
す
る
修
正
案
が
議
題
に

上
り
ま
し
た
。
こ
の
修
正
案
は
私
の
所
属
す
る

総
務
委
員
会
と
本
会
議
に
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
は
総
務
委
員
会
に
お
い
て
継
続
審
議
を
主

張
し
ま
し
た
。
趣
旨
は
以
下
の
通
り
で
す
。「
自

治
基
本
条
例
は
自
治
体
の
憲
法
と
も
い
う
べ
き

性
格
を
持
っ
て
い
る
」「
修
正
前
の
第
7
条
3

項
は
、
立
候
補
の
自
由
を
妨
げ
な
い
努
力
規
定

で
あ
る
」、
そ
の
上
で
「
区
長
選
挙
間
近
な
こ

の
時
期
で
は
な
く
、
選
挙
後
の
新
た
な
区
長
の

下
で
、
他
自
治
体
や
過
去
の
事
例
を
踏
ま
え

て
多
選
自
粛
と
多
選
弊
害
に
つ
い
て
検
証
を

し
っ
か
り
と
行
い
、
条
例
改
正
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
」。

　
継
続
審
議
を
す
る
か
ど
う
か
を
図
る
場
面

で
、
政
党
所
属
の
全
て
の
総
務
委
員
が
継
続
審

議
に
つ
い
て
反
対
す
る
中
、
私
は
継
続
す
べ
し

と
挙
手
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
賛
成
少
数
で

審
議
継
続
は
実
現
せ
ず
、
改
正
案
へ
の
賛
否
を

図
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、私
は
「
多

選
に
つ
い
て
は
有
権
者
の
判
断
に
委
ね
る
べ

き
」
と
い
う
自
ら
の
政
治
信
条
（
後
述
の
本
会

議
で
の
討
論
概
要
参
照
）に
基
づ
き
、賛
成
に
票

を
投
じ
ま
し
た
。
本
条
例
改
正
案
は
総
務
委
員

会
に
お
い
て
賛
成
多
数
で
可
決
を
し
ま
し
た
。

　
な
お
、「
話
し
合
い
が
不
十
分
と
思
う
な
ら

ば
今
回
は
反
対
を
し
て
、
も
し
区
長
選
挙
後

に
改
め
て
こ
の
条
例
案
が
出
て
き
た
と
き
に
賛

成
す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
を
後
に

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
内
容

の
条
例
改
正
案
に
対
し
て
数
か
月
と
い
う
短
期

間
で
立
場
を
安
易
に
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
と

私
は
考
え
ま
す
。

　
そ
し
て
、
本
会
議
で
は
継
続
審
議
は
図
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
賛
成
か
反
対
か
と
い
う
事
の

み
を
図
ら
れ
る
た
め
、
私
は
賛
成
討
論
を
行
っ

た
上
で
賛
成
を
し
ま
し
た
。
こ
の
改
正
案
は
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
成
立
し
ま
し
た
。

立
候
補
の
自
由
は

保
障
さ
れ
て
い
る

　
私
の
討
論
概
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　
自
治
基
本
条
例
は
区
の
自
治
の
基
本
を
定

め
る
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
条
例
は
憲
法
や

法
律
に
則
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
裁

判
所
の
判
例
も
踏
ま
え
る
と
、
全
て
の
国
民

に
は
被
選
挙
権
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

職
の
公
職
者
に
関
し
て
も
同
様
で
す
。
さ
ら

に
自
治
基
本
条
例
施
行
後
、
平
成
19
年
の
総

務
省
「
首
長
の
多
選
問
題
に
関
す
る
調
査
研

究
会
」
報
告
で
は
「
全
国
的
に
一
律
で
多
選

を
禁
止
す
る
場
合
も
、
自
治
体
の
条
例
に
委

ね
る
場
合
も
、
在
任
制
限
を
制
度
化
す
る
場

合
に
は
、
法
律
に
そ
の
根
拠
を
置
く
こ
と
が

憲
法
上
必
要
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
多

選
に
関
す
る
法
律
は
現
在
も
作
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
他
方
、
中
野
区
で
も
こ
の
研
究
報
告

を
受
け
、
多
選
を
巡
る
議
論
が
な
さ
れ
た
形

跡
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ま
で
「
自
治
基
本
条
例
の
こ
の
規
定

は
努
力
規
定
で
あ
る
が
ゆ
え
に
違
憲
・
違
法

状
態
で
は
な
い
」
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

実
際
に
区
長
と
な
ろ
う
と
し
た
人
物
の
被
選

挙
権
が
侵
害
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、

自
治
基
本
条
例
は
憲
法
に
抵
触
す
る
可
能
性

が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

多
選
の
よ
し
あ
し
を

ど
う
考
え
る
か

　
選
挙
を
戦
う
上
で
「
多
選
批
判
」
は
争
点

に
な
り
得
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、「
条
例
と

い
う
方
法
で
多
選
を
抑
制

す
る
仕
組
み
を
お
膳
立
て

し
て
お
か
な
い
と
、
区
民

は
望
ま
し
い
区
長
を
自
ら

の
力
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い
」
と
議
会
側
が
考
え

る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
有

権
者
に
対
す
る
見
方
と
し

て
い
か
が
な
も
の
か
と
思
う
所
で
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
区
長
の
多
選
に
つ
い

て
は
、
個
々
の
有
権
者
に
多
選
の
よ
し
あ
し

に
つ
い
て
判
断
を
委
ね
る
べ
き
だ
と
考
え
、

多
選
自
粛
規
定
を
自
治
基
本
条
例
か
ら
外
す

こ
と
に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
賛

成
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
自
治
の
基
本
に
つ
い
て
議
論
を

す
る
の
で
す
か
ら
、
多
選
抑
制
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、「
現
職
の
区
長

が
気
に
入
る
／
入
ら
な
い
」「
新
た
な
人
物
を

区
長
に
し
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
政
局
優
先

で
は
な
く
、
今
年
6
月
に
行
わ
れ
る
選
挙
と

は
独
立
し
、
理
性
的
な
政
策
判
断
に
基
づ
い

て
判
断
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
私
は
新
た
な
区
長
の
下
で
議

論
を
改
め
て
行
う
べ
き
だ
と
思
い
、
総
務
委

員
会
で
は
審
議
の
継
続
に
賛
成
し
ま
し
た

が
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
本
会
議
で
は
継
続
を
主
張
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
賛
否
だ
け
が
問
わ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
多
選

自
粛
規
定
の
削
除
と
同
時
に
検
証
す
べ
き
事

柄
や
整
備
す
べ
き
事
柄
が
あ
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
な
い
ま
ま
決
め

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
残
念
で
は
あ
り
ま
す

が
、
先
に
申
し
あ
げ
た
理
由
か
ら
多
選
に
つ

い
て
は
有
権
者
の
自
由
な
判
断
に
委
ね
る
べ

き
と
考
え
、
条
例
改
正
に
賛
成
を
し
ま
す
。

　
な
お
、
区
長
の
多
選
に
関
し
、「
自
分
が
当

初
提
案
し
た
条
例
で
あ
る
以
上
、
形
式
上
は
努

力
規
定
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
条
例
に
よ
っ
て
現

区
長
は
当
然
に
立
候
補
し
な
い
も
の
と
解
す
べ

き
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ

で
は
、「
努
力
」
規
定
を
根
拠
に
区
長
の
多
選

を
実
質
的
に
は
認
め
な
い
こ
と
に
な
り
、
憲
法

の
保
障
す
る
被
選
挙
権
の
侵
害
に
当
た
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
一
部
報
道
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

書
き
込
み
な
ど
で
は
、
条
例
の
改
正
を
巡
る
賛

否
を
図
っ
た
採
決
に
つ
い
て
の
み
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
そ
の
審
議
の
経
過
に
十
分
に
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
は
残
念
に
感
じ
て
い
ま
す
。
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選
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き


